　耐震・液状化軽減対策検討案（例）
　　　　　　　　

まえがき
地震には激しく震動して時間の短いもの（東日本大震災M9.0長さ2～3分）。揺れは小さいが長いもの、小名浜で震度4以上、長さ3分10秒。兵庫県南部地震はM7.3でわずか
15秒であった。今後予想される南海トラフ地震では長くかつ烈震であろうと言われている。噴砂は地震後に発生する現象であり、早い時で数分後、遅い時で2時間（阪神淡路大震災）を要する、耐震、液状化の軽減対策は国家の急務である。
ジオダブルサンド工法を用いるにあたり

いままで液状化対策はいろいろな研究が重ねられてきたが、道路、駐車場に於いてはコスト面、ライフラインの保護の観点より現実的な話にはならなかった。　　　　

本技術ジオダブルサンド工法はこれらをクリアし、
実験、試験施工で立証した画期的な技術であります。
地震学としてのメカニズムの理論はかなり進んではきていますが、対策に極め付けはない。したがってこの章では実験等で得られているデータを活用し推論を構成していく。
１、 地震時に於ける間隙水量　　　
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液状下層8ｍ、道路幅員を8ｍとした場合、
間隙水の水量は、深さ×3％したがって

8.0m×3％＝0.24mとなり縦断方向を25ｍ
(集水枡間の長さ)

とした場合の水量は以下の通りである

8ｍ×25ｍ×0.24ｍ＝48㎥となる
次に流量・流速であるがマニングの法則
により算出する。
またレベル2地震動に於ける限界Ｎ値を
従来の密度増大工法に於ける改良後Ｎ値

と比べてみると、同等の値かそれより多少

大きな値となる。したがって、従来の密度　　　図－1設計震度と液状化発生N値
増大工法で地盤改良をした場合、レベル2地震動の下では場合によっては液状化の

発生を防止できないことも起きてくる。密度増大工法以外にも縦工法で間隙水圧を原理とするグラベルドレーン工法などでも液状化の発生を防止できなくなる。
ジオダブルサンド工法は間隙水圧を横に逃し、路盤の不等沈下を抑制し2次的な被害を軽減する画期的な技術であります。

２、流量・流速の算定
最初に透水管の流速と流量を自然流化の考え方にて1秒あたりを算定する。

マニングの方式より透水管φ200の流速、流量は以下の通りである。
流速V０＝0.306562≒0.31ｍ/sec
流量Q０＝0.009626≒0.0096㎥/sec
３、水の排出量
予想される間隙水は上記計算より48㎥である。
そこで道路幅8m､集水枡間25mで透水管φ200の流速と流量より、その排出量を算定する。
流速V＝25m÷0.31ｍ/secは80秒かかることになる。
流量Q＝0.009626㎥/sec×80秒＝0.77㎥となり80秒間あたりの透水管25m、1本の能力である。液状化の噴砂は大体20分～60分間起きている。土質条件下によって差違はあるが本章では代表例として計算する。
4、計算例（30分1800秒の場合）

　透水管1本25mあたりの水処理能力は　0.77㎥×1800/80＝17.325㎥　となる
　8m道路での施工に於いては両端部と中央に都合3本布設した場合の排出量は
　縦断側の自然流下方式で　　　　17.325㎥×3本＝51.975㎥　　　である。
以上の計算は自然流下での仮説であり、地震時には未だ良く解析されていないが水圧が
大きくかかる為、透水管内部での流速、流量は増すものとみられる。
したがって
　　　　　　予想間隙水量48㎥＜51.975㎥となり、上記条件を満足する。　　　　　　　　　　　　　　　
この計算を基準として、管径及び本数を決定し、不足の場合は横断側に布設しても

良い。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年2月3日(火)

ジオダブルサンド工法研究会
　　　　　　　　　　　　　　　指導　日本大学工学部土木工学科地盤防災研究室
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